
( 1 ) 市場価値と超過利潤
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市
場
価
値
と

超
過
利
潤

は

し

が

き

本
小

論
の

目

的
は

､

第
一

に

現
行

『

資
本
論
』

第
三

部
第

一

〇

章
で

扱
わ

れ

て

い

る

市
場
価
値
は

諸
個
別

的
価
値
の

加
重

平
均
で

あ

り

(

第
一

節
)

､

第
二

に

加
重

平
均
説
の

特
殊
な

場
合

す

な

わ

ち

｢

異
常
な

組
合
わ
せ
+

を

支
え

る

特
殊
な

条
件
は

有
効
需
要
の

弾
力

性
に

他
な

ら

ず
(

第
二

節
)

､

第
三

に

か

か

る

加
重

平
均
的

市
場
価
値

規
定
か

ら

し
て

市
場
価
値
以

下
の

諸

個
別

的
価
値
に

帰

属
す
る

両

者
の

差
額
と

し
て

の

超
過

利
潤
の

本
質

･

源
泉
は

､

市

湯
価
値
以

上
の

諸
個
別
的
価
値
が

負
担
す

る
マ

イ

ナ

ス

の

超
過

利

潤
に

他
な

ら

な
い

こ

と

(

第
三

節
)

､

を

映
ら

か

に

す

る

こ

と

に

あ

る
｡

本
稿
で

は

紙
数
制
限
(

四

〇

枚
)

の

た

め
､

『

資
本

論
』

に

密
着
し

た

考
察
に

限
定
す
る

｡

な

お
､

本
稿
ほ

目

下

執
筆
中
の

松

石

勝

彦

『

資
本
論
第
三

部
の

研

究
』

の

ご

く
一

部
分

を

同

書
の

刊

行
に

先

立
っ

て

発
表
し
た

も
の

で

あ
る

｡

一

加
重

平
均
的
市
場
価
値
の

論
証

マ

ル

ク

ス

の

市
場
価
値
の

一

般
的
規

定
の

根
本

､

核
心
は

､

諸

個
別

的

価
値
の

均
等
化

･

平
均

化
つ

ま
り

加
重

平
均
に

あ

る
｡

第

ヽ

ヽ

ヽ

一

に
､

｢

異
な

る

諸
個
別

的
価
値
が

一

つ

の

…

…

満
場

価

値
に

均

･

等
化
さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い
+

(

E

Ⅲ
一

九

〇

頁
～
『

資
本

論
』

第

三

部
全
集
版
原
責

｡

以

下

同

様
)

､

｢

競
争
が

さ

し

あ

た

り
一

部
面

で

な

し

と

げ
る

の

は

諸

商
品
の

異
な

る

個
別

的
価
値
か

ら
の

同
一

の

市
場
価
値
と

市

場
価
格
と
の

形

成
で

あ

る
+

(

同
一

九

〇

頁
)

か

ら
､

市
場
価
値
は

諸

個
別
的

価
値
の

加
重

平

均
で

あ

る
｡

｢

均

等
化
+

と

加
重

平
均
と

ほ

完
全
に

同
義
だ

か

ら

で

あ

る
｡

第
二

に
､

弧
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有
冬
な

市
場
価
値
の

一

般
的
規
定
ほ
■
明

確
に

加
重

平
均
規
定
で

あ

る
｡

｢

市

湯
価
値
は

一

面
で

ほ

あ

る

部
面
■
で

生

産
さ

れ

た

諸

商
品
の

平

均
価
値
と

見
な

す
べ

き

で

あ

り
､

他

面
で

は

そ

の

部
面
の

平
均
的

条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

そ

の

部
面
の

生

産
物
の

大

量
を

な

す

諸
商

品
の

個
別

的

価
値
と

見
な

す
べ

き

で

あ

る
｡

最
悪
の

条
件
ま
た

は

レ

ー
〕
7

ル

ソ

最
良
の

条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

た

諸
商
品
が

市
場
価
値
を

規
制
す

る

の

は
､

た

だ

異
常
な

組
合
わ

せ

の

下
で

の

み

で

あ

る
｡

市
場
価

値
は

他

方
で

は

諸

市

場
価

希
の
.
変
動
の

中
心

を

な

し
､

市
場
価
格

は

同
一

種
類
の

諸

商
品
に

と
っ

て

は

同
一

で

あ
る

｡

平
均

価
値
そ

れ

ゆ

え

両

極
の

中
間
に

あ

る

大
量
の

中

位
的

価
値
で

の

商
品
の

供

給
が

普
通
の

需
要
を

み

た

す

な
ら

ば
､

そ

の

個
別

的
価
値
が

市

場

エ

ク

ス

ト

ラ

ズ
ル

プ
ル

ス

価
値
以

下
で

あ

る

商
品

ほ
一

つ

の

特

別

剰
余
価
値
ま

た

ほ

超

過

利
潤
を

実
現
し

､

そ

の

個
別
的
価
値
が

市
場
価
値
以

上
で

あ

る

商

品
は

､

そ

れ

に

含
ま
れ

る

剰
余
価
値
の

一

部

分

を

実

現

し

え

な

い
｡

+

(

E

Ⅲ
一

八
七

-
八

頁
)

こ

こ

で

ほ

た

し
か

に
､

市

場

価

値
は

一

面
で

は

｢

平

均

的

価

値
+

､

他

面
で

は

｢

大

量
を

な

す

商
品
の

個
別

的
価
値
+

と

あ

り
､

一

見
加
重

平
均

規
定
と

大
量
支

配
的

規
定
と

の

｢

く
い

ち
が

っ

た

(

1
)

二

つ

の

考
え

方

が

す
で

に

含
ま

れ

て

い

る
+

よ

う
に

見
え

る
｡

し

か

し
皇

ず
第

一

に
､

こ

こ

で

は

｢

大
量
+

･
は

｢

そ
の

部
面
の

中
称

鵬

ヽ

ヽ

ヽ

的
条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

る

…

…

大
量
+

と

限
定
さ

れ

て

お

り
､

だ

か

ら
こ

の
.櫨

併

合
に

は
､

加

重

平
均
(

w
e

首
F
t

e

a

p

く
e

【

P

喝
印

)

の

･

ワ

エ

イ
ト

｢

重
+

=

大
量
が

｢

平
均
的
条
件
+

.
に

属
す
る

と

想

定
さ

れ
､

そ

れ

ゆ

え

加
重

平
均
と

｢

大
量
を

な

す

商
品
の

個
別

的
価
値
+

と

が

無
矛
盾
的
に

並

置
さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
1 ｡

こ

の

決
め

手
は

右
引

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

用
文
の

最
後
の

一

文
に

あ

る
｡

そ
こ

で

は

｢

平
均
価
値

､

し

た

が

っ

て

両

極
の

間
に

あ

る

大

量
の

中

位
的

価
値
+

(

傍
点

-
松
石
)

と

明

言
さ

れ

て

お

り
､

こ

こ

か

ら

明

ら

か

に

｢

平
均
価
値
+

は

｢

中
位
的

価
値
+

で

あ

り
､

し

か

も
■
こ

の

｢

中

位
的

価
値
+

が

｢

大

ミ

ー

デ
イ
ア

ソ

量
+

を

な

す
こ

と

が

わ
か

る
｡

か

く
て

､

｢

平
均
+

=

｢

中
位
+

-1

モ

ー

ド

｢

大

量
+

(

最

頻
値
)

で

あ

り
､

か

か

る

三

面
等
価
は

正

規
分
布
の

と

き
の

み

成

立

す

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

マ

ル

ク

ス

は

市

場
価
値
の

ノ

ー

マ

ル

ノ

ー

マ

ル

最
初
の

一

般
的
規
定
に

際
し

て
､

明

ら
か

に

正

常
な

瘍
合

､

正

常

分
布
を

前

提
し
て

､

■
｢

市

場
価
値
は

一

∵

面
で

は

…
:

東
商

品
の

平

均
値
価

･

…
‥
､

他

面
で

は

そ

の

部
面
の

平
均

的
条
件
の

下

で

生

産

さ

れ
‥

…
･

大

量
を

な

す

商
品
の

個
別
的

価
値
+

と

い

う

市
湯
価
値

規
定
を

与
え

て

い

る

の

で

あ

る
｡

だ

か

ら
､

こ

の

｢

一

面
+

と

｢

他

面
+

と

は
一

見
矛

盾
す

る

よ

う
だ

が
､

厳
密
に

言
え

ば

何

ら

矛
盾
し

な
い

｡

問
題
の

核
心

は
､

第
1

図
a

の

よ

う
な

正

規
分

布

ヰ

ヰ

.†

血

訂

叫

-

◆

ー

●

-

⊥
■

h

姐
町

.

小

卜

小
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斗
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止
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2
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の

前
線
を

発
見
す
る

か

ど

う
か

に

あ

る
｡

,

一

｡

叫

1

.
_

ワ

+

J

′､

叫

右
引
用

文

直
前
に

｢

市
場
価
値
1
-
-

こ

れ

に

つ

い

て

は

後
述
+

と

あ

る

よ

う
に

､

マ

ル

ク

ス

は

市
場
価
値
の

三

つ

の

ケ

ー

ス

を
よ

り

具
体

的
に

｢

後
述
+

す
る

が
､

こ

こ

で

も

第
一

の

ケ

ー

ス

で

は

′

-

†

ル

正

規
分
布
が

想

定
さ

れ

て

い

る
｡

｢

商
品
の

大

量
は

同
じ

正

常
な

円

( 3･) 市琴価値 と超過利潤

第1 図 加 重 平均 に よ る 市凄価値決定

a . 第1 ケ ース b . 第2 ケ ー ス c . 第 3 ケ ー ス
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円
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社

会
的
条
件
の

下
で

ほ

ぼ

生

産
さ

れ

て

お

り
､

だ

か

ら
こ

の

価

値
は

同
時
に

こ

の

大

量
を

な

す
個
別
的
商

品
の

個
別

的
価
値
で

あ

る

と

仮
定
し

ょ

う
｡

い

ま

比

較
的
小

部
分

が

こ

の

条
件
以
下

で

生

産
さ

れ
､

他
の

部

分

は

こ

の

条
件
以

上

で

生

産
さ

れ

て

ぁ

り
､

だ

か

ら

右
小

部
分
の

個
別

的

価
値
は

こ

の

商
品
の

大
部
分
の

中

位
的
価
値
よ

り

も

大
き

く
､

右
他

部
分
の

そ

れ

は

こ

の

中
位
的
価

値
よ

り

も

小

さ

い

が
､

こ

の

両

極
は

均

衡
し

､

■
だ

か

ら

両

極
に

属

す
る

諸

商
品
の

平
均
価
値
は

中

位
の

大

量
に

属
す

る

商
品
の

価
値

に

等
し
い

と

す

れ

ば
､

■
そ

の

場
合
に

は

市
場
価
値
は

中

位
の

条
件

の

下
で

生

産
さ

れ

た

商
品
の

価
値
に

ょ
っ

て

規
定
づ

れ

る
｡

こ

の

捻
商
品

量
の

価
値
ほ

､

中
位
の

条
件
内

部
で

生

産
さ

れ

た

商
品

も

そ

れ

以
下

ま
た

は

以

上
の

条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

た

商
品

を

も

合

計
し
た

全

個
別

的
商
品
の

価
値
の

現

実

的

捻
額
に

等
し
い

｡

こ

の

場
合

､

商
品
量
の

市
場
価
値
ま

た

は

社
会
的
価
値

-
こ

の

商
品

量
に

必

然
的
に

含
ま

れ

る

労
働
時
間

･

-
は

中
位
の

大

量
の

価
値

に

ょ
っ

て

規
定
さ

れ

る
｡

+

(

Ⅹ

Ⅲ
一

九
二

頁
)

こ

こ

で

は
､

ま

ず

第
一

に
､

｢

大
量
+

が

｢

正

常
な

社

会

的
条
件
+

に

属
し

､

｢

小

部

分
+

を

な

す
･｢
両

極
は

均

衡
し
+

､

両

極
の

商
品
の

｢

平

均
価
値
+

侶

｢

中
位
の

大

草
…

･

あ
価
値
+

に

等
し

く
､

し
か

も
こ

の

▲
｢

正

常
な

社

会
的

条
件
+

は

｢

中
位
の

条
件
+

に

等
し
い

の

だ

か

ら
､

ノ

ー

マ

ル

明

ら
か

に

大

量
=

平
均
=

中
位
で

あ
っ

て
､

正

規
分

布
が

想

定
さ

れ

て

い

る

(

第
1

a

図

参
照
)

｡

第
二

に
､

｢

大

量
+

が

｢

正

常
な

社
会
的

条
件
+

の

下

で

生

産
さ

れ
､

そ

れ

ゆ

え

｢

価

値
+

は

こ

の

｢

大
量
を
■
な

す

個
別

的

商
品
の

個
別

的
価
値
+

で

あ

り
､

し

か

も

(

J

｢

中
位
的
価
値
+

で

あ

り
､

両

極
の

商
品
の

｢

平

均

価

値
+

で

あ

即
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る

か

ら
､

価
値
=

大
量
の

個

別

的

価

値
--

｢

中

位

的

価

値
+

=

｢

平
均
価

値
+

で

あ

り
､

だ

か

ら

こ

こ

で

も

平
均
--

中
位
=

大
量

で

あ

り
､

正

規
分

布
を

な

す
｡

か

か

る

正

規
分

有
の

下
で

は
､

市

場
価
値
は

中
位
条
件
の

個
別

倒
価
値

､

｢

中
位
の

大

量
の

価

値
+

に

よ
っ

て

規
定
さ

れ

る

の

ほ

自
明
で

あ

り
､

か

か

る

市

場
価
値
は

厳
密
に

加

重

平
均
で

あ

る
｡

そ

の

証
拠
に

､

｢

総

量
の

価

値
+

は

上

中
下
の

諸
条
件
の

下
で

の

商
品
を

合
計
し

た

｢

全
個
別
的

商
品

の

価
値
の

現

実
的
総
額
+

と

規
定

さ

れ

て

お

り
､

こ

れ

は

稔
計
計

算
で

あ

り
､

商
品

数
れ

で

除
し
て

い

な
い

と

は

い

え
､

加
重

平
均

と

実
感

只

的
に

同

じ
で

あ

る
｡

後
段
で

は

商
品

総
量
の

市

場
価
値
は

｢

単
位
商
品
の

市
場
価
値
の

倍
数
+

(

E

Ⅲ
一

九
六

頁
)

と
か

｢

稔

商
品
種
類
の

市
場
価
値
+

(

同
一

九
七

頁
)

と

言
わ

れ

て

い

る
｡

マ

ル

ク

ス

は

ま

た

右
｢

後
述
+

文

言
の

第
二

箇
所
で

｢

事
実

､

全

く

厳
密
に

言
え

ば
､

第
一

の

場
合
に

は
､

す
位
的
価
値
に

よ
っ

て

規
制
さ

れ

る

全

商
品

量
の

市
場
価
値
は

､

そ

れ

ら
の

個
別

的
価
値

の

総
計
に
■
等
し
い
+

(

E

Ⅲ
一

九
三

頁
)

と

の

ぺ

る

が
､

こ

れ

も

｢

厳
密
に
+

加
重

平
均
的

市

場
価
値
規
定
で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

市

場
価
値
の

一

般
的
規
定
の

第
一

ケ

ー

ス

に

つ

い

て

は
､

マ

ル

ク

ス

は

正

規
分

布
を

想

定
し
て

加
重

平
均
と

し
て

市

場
価
値
を

厳
密

に

規
定
し
て

お

り
､

こ

こ

に

二

つ

の

異
な
る

規
定

-
加
重

平
均

と

大

量
支

配
1
-
が

あ

る

の

で

は

な
い

｡

厳
密
に

諸

個
別
的

価
値

納

･

ワ
エ

イ
ト

=

加

重

平
均
を

と

る

か

ら

こ

そ
､

｢

重
+

の

所
各
が

｢

決
定

的
+

(

後
出
)

で

あ

り
､

そ

れ

ゆ

え

第
一

■
ケ

ー

ス

に

つ

い

て

も
､

ウ

エ

イ

ト

が

平
均
的
中
位
的
正

常
的
条
件
に

属
す
る

こ

と
を

強
調
し

た

の

で

あ

る
｡

ノ

ー
マ

ル

′

-

最
初
の

引

用
文
の

第
二

文
で

､

マ

ル

ク

ス

は
､

正

規

分

布
=

正

マ

ル

ウ
ェ

イ
チ

ッ

F

常
な

組
合
わ

せ

に

対

し
て

､

大
量
す
な

わ

ち

加

重

平
均
の

ウ

エ

イ

ト

が

最
良

条
件

､

最

悪
条
件
に

く
る

｢

異
常
な

組
合
わ
せ
+

の

場
合
に

は
､

｢

最
悪
の

条
件
ま

た

は

最
良
の

条
件
の

下

で

生

産
さ

れ

る

諸
商
品
が

市
場
価
値
を

規
定
す
る
+

こ

と

を

明
ら
か

に

す
る

｡

諸

資
本
ほ

利
潤
極
大
化
を

め

ざ

し
て

市

場
価
債
と

個
別

的
仲
値
と

の

差
額
と

し
て

の

超
過

利
潤
を

追
及

し

て

競
争
し

て

い

る

以

上
､

｢

生

産
物
の

大
量
+

が

普
及

過

笹
に

あ

る

中
位
の

生

産

条

件
に

あ

り
､

ご

く

少

数
の

も
の

が

最
良
少
数
条
件
を

積
極
的
に

採
用
し

､

同
様
に

ご

く

少

数
の

も
の

が

い

ぜ

ん

劣
等
条
件
に

取
残
さ

れ

て

い

る

の

が

資
本
主

義
的
生

産
の

動
態
過

程
の

ノ

ー

マ

ル

な

場
合
で

あ

り
､

そ

れ

ゆ

え
マ

ル

ク

ス

ほ

こ

れ

を

正

常
な

場
合
=

正

規
分
布
と

し
､

他
方

大

多
数
の

者
が

最
良
条
件
ま
た

は

劣
等
条
件
に

あ

る

場

合
は

､

諸

資
本
の

競
争
の

動
態
過

春
の

単
な
る

瞬
過
的

一

時
的
例

外
的
な

｢

異
常
+

事
鰻
に

す

ぎ

ず
､

そ

れ

ゆ
え

｢

異
常
な

観
合
わ

＋

ヾ

▲
r

`

叫

一.

-

㌢

-

.

サ

.

止
F

ト
ノ

ト

ト

咋



( 5 ) 市場価値 と超過 利潤

ヰ

十

-̀

､

叫

一

一

｡

サ

｡

▲

'

｡

･

J

叫

せ
+

と

し
た

の

で

あ

る
｡

問
題
の

核
心

は

か

か

る

｢

異
常
な

取
合

わ

せ
+

の

場
合
に

も
､

加
重

平
均
的

市

場
価
値
規
定
が

貫
徹
し

､

大

量
支

配

説
が

と

ら

れ

て

い

な
い

点
に

あ

る
｡

だ

か

ら

｢

異
常
な

風
合
わ

せ
+

の

具

体
的

様
相
は

正

規

分

布
の

場
合

同

様
に

｢

後

述
+

さ

れ

て

い

る
｡

ま

ず
第
二

の

ケ

ー

ス

か

ら

み

ょ

う
｡

｢

こ

れ

に

反

し
て

､

市

場
に

出
さ

れ

る

問
題
の

商
品

の

絵

量
は

い

ぜ

ん

同
じ
で

あ

る

が
､

し

か

し

劣
等
な

条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

る

商
品
の

価
値
が

優
良
条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

る

商
品
の

価
値
と

相

殺
さ

れ

ず
､

そ

れ

ゆ

え

劣
等
条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

た

商
品
部

分
が

中
位
の

商
品

量
に

対

し
て

も

他

方
の

極
に

対

し
て

も

相
対

的

に

大
き

な

量
(

e

F
e

b
e

d
e

已
e

n

d
①

G

宗
野
)

を

占
め

る

と

仮
定

す
れ

ば
､

そ
の

場
合
に

は

劣
等
な

条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

た

商
品

量
が

市

場
価
値
ま
た

は

社

会
的

価
値
を

規

制
す
る

｡

+

(

K

Ⅲ
一

九

二

頁
)

第
二

の

ケ

ー

ス

は
､

劣
等
条
件
下

の

商
品

が

相

対

的
に

｢

大
き

な

量
+

を

な
し

､

他
の

極
と

｢

相

殺
+

さ

れ

な

い

場

合
で

あ
っ

て

(

第
1

b

囲
)

､

こ

の

場
合
に

は

こ

の

商
品
量
が

市

場

価

値
を

規
制
す
る

｡

こ

の

場
合
も

加
重

平

均
的
市

瘍
価
値
規
定
で

あ

右

こ

と

は
､

｢

後
述
+

の

第
二

箇
所
か

ら

明

ら
か

で

あ
る

｡

｢

厳
密

に

言
え

ば
､

各
個
別

商
品
ま

た

は

総
商
品
量
の

各
可

除
部
分
の

平

均
価
椅
ま

た

は

市

場
価
値
は

､

い

ま

や

異
な

る

諸

条
件
の

下
で

の

生

産
さ

れ

た

諸
商
品
の

諸
価
値
の

加

算
に

ょ
っ

て

出
て

く
る

商
品

量
の

稔
価
値
と
こ

の

給
価
値
か

ら

個
別

的
商
品
に

帰
属
す
る

可

除

部
分
に

ょ
っ

て

規
定
さ

れ

る

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

よ

う
に

し
て

得
ら

れ

る

市
場
価
値
は

､

有
利
な

極
に

属
す
る

商
品
ば

か

り

で

は

な

く

中
位
の

層
に

属
す
る

商
品
の

個
別

的

価
値
よ

り

も

高
い

で

あ

ろ

う
｡

だ

が

こ

の

市

場
価
値
ほ

不

利
な

極
で

生

産
さ

れ

る

商
品
の

個
別
的

価
値
よ

り

も

や

は

り

低
い

で

あ

ろ

う
｡

満
場

価
値
が

ど
の

凝
度
ま

で

こ

れ

に

近
づ

き
､

つ

い

に

は
一

致
す

る

か

は
､

不

利
な

極
で

生

ウ
ム

フ

ァ

ソ

グ

産
さ

れ

る

商
品
量
が

問
題
の

商
品
部
面
で

占
め

る

範

囲

に

完
全

に

依
存
す
る

｡

+

(

同
一

九
三

-
四

頁
)

こ

こ

で

は
､

｢

平
均

価
格
ま

た

ほ

市

場
価
値
+

は
､

異
な

る

条
件
下
の

諸

商
品
の

個
別

的
価
値

の

｢

加
算
+

に

ょ

る

｢

総
価
値
+

を

総
商
品

量
で

除
し

て

｢

個
別

的
商
品
に

帰
属
す
る

可

除
部
分
+

→

叫

て

｢

厳
密
に
+

規
定

さ

れ

て

お

り
､

こ

れ

は

加
重

平
均

に

他

な

ら

な
い

｡

ま

た
､

終
わ

り
の

二

つ

の

文

で
､

市
場
価
値
が

劣
等
個
別

的

価
値
よ

り

も

｢

低
+

く
､

｢

市
場
価
値
が

ど

の

程
度
ま

で

こ

れ

に

近
づ

き
､

つ

い

に

は
一

致

す

る

か

は
､

不

利
な

極
で

生

産
さ

れ

る

商
品
量
が

問
題
の

商
品
部
面
で

占
め
る

範
囲
に

完
全
に

依
存
す

る
+

と
い

う
の

も
､

加
重

平
均
的

市

場
価
値
規
定
を

意
味
す
る

｡

加
重

平
均
だ

か

ら
こ

そ
､

た

と

え

大

量
が

下

位
に

あ
っ

て

も
､

上
､

鰯
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中
位
の

商
品
の

存
在
に

ひ

き

ず
ら

れ

て
､

｢

平
均
価
値
+

は

｢

大

量
を

な

す

商
品
の

個
別

的
価
値
+

と

完
全
に

は
一

致
せ

ず
､

こ

れ

と

の

接
近

､

一

致
は

｢

大

量
+

が

全
商
品

量
に

占
め

る

｢

範
囲
+

は

｢

大

に

依

存
す
る

の

で

あ

る

(

b

国
で

は
､

加
重

平
均
値
=

N

X
←

0
0

0
0

＋
い

×
山

0
0

0
0

＋
阜

×
ひ

0
0
0

0

ー

0
0

0
0
0

=
山

.

h

コ
､

大
量
支
配
値
=

四

円
)

｡

こ

の

よ

う
に

､

第
二

ケ

ー

ス

で

も
マ

ル

ク

ス

は

徹
底
し
て

加
重

平
均

的
市

場
価
値
規
定
を

と
っ

て

い

る

の

で

あ

り
､

加
重

平
均
だ

か

ら

こ

そ

ウ

エ

イ

ト

の

所
在
お

よ

び

ウ

エ

イ

ト

の

全

商
品

量
に

占
め

る

｢

範
囲
+

が

市
場
価
値
規
定
に

｢

決
定
的
+

に

な

る

の

で

あ

る
｡

第
三

ケ

ー

ス

ほ

｢

異
常
な

組
合
わ

せ
+

の

第
二

で

あ

り
､

次
の

よ

う
に

｢

後
述
+

さ

れ

る
｡

｢

最
後
に

､

中
位
よ

り

も

良
い

条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

る

商
品

量
が

中
位
よ

り

も

悪
い

条
件
の

下

で

生

産

さ

れ

る

商
品

量
を

大
き

く

超
過

し

(

旨
e

【

キ
e

哲
n

b
e

d

g
t

e

n

d
)

､

ま
た

中
位
の

事
情
の

下
で

生

産
さ

れ

た

商
品

量
に

対

し
て

も

大
き

な

量
(

e
-

n
e

g
d

e

n
t

e

ロ

d
2

G

昆

賢
)

を

な

す

と

仮
定

す

れ

ば
､

こ

の

場
合
最
良
の

条
件
の

下

で

生

産
さ

れ

た

部
分

が

市

場
価
値
を

規
制
す

る
｡

+

(

E

Ⅲ
一

九
二

頁
)

こ

れ

は
､

上

位
が

下

位
を

｢

大

き

く

超
過

し
+

､

中

位
に

対

し
て

も

｢

大
き

な

量
+

を

な

す

場

合

(

囲
C

)

で

あ

り
､

こ

の

場
合
ほ

最
良
の

条
件
下

の

商

品
が

｢

市

湯
価
値
を

規
制
す
る
+

｡

問
題
の

核
心

は
､

一

見
大
量

支

配

説
と
.

見
え

る

に

か

か

わ

ら

ず
､

か

か

る

大
量
に

よ

る

市
場
価
値
規
制
が

仰

加
重

平
均
的
市
場
価
値
規
定
の

ウ
エ

イ

ト

の

所
在
の

単
な

る

反
映

に

す

ぎ

な
い

こ

と

に

あ

る
｡

･

だ

か

ら
､

マ

ル

ク

ス

は

こ

の

あ
と

す

ぐ
に

(

同

じ

｢

後
述
+

部
分
の

第
二

箇
所
)

次
の

よ

う
に

言
う

｡

｢

最
後
に

､

第
三

の

易
合
の

よ

う
に

､

有
利
な

極
で

生

産
さ

れ

た

商
品

量
が

､

他
の

極
の

み

な

ら

ず
中
位
の

条
件
と

比
べ

て

も
､

よ

り

大
き

な

空

間
を

.
占
め

る

な

ら

ば
､

市

場
価
値
は

中
位
の

価
値
以

下
に

下
が

る
｡

両

極
と

中
位
と

の

価
値
稔
額
の

加

算
に

ょ
っ

て

計

算
さ

れ

た

平
均

価
値
は

､

中
位
の

価
値
よ

り

も

低
く

､

そ

し
て

有

利
な

極
が

占
め
.

る

相

対

的
な

空

間
に

従
っ

て

中
位
の

価
値
に

近
づ

い

た

り

遠
ざ
か

っ

た

ヶ

す
る

｡

+

(

E

Ⅲ
. 一

九

四

頁
)

こ

こ

で

も

明

ら
か

に
､

｢

平
均
価
値
+

は

｢

両

極
と

中

位
と

の

価
値

総
額
の

加

算
に

よ
っ

て

計

算
さ

れ
+

て

お

り
､

こ

れ

は

加
重

平

均

そ

の

も

の

で

あ

る
｡

加

重

平
均
だ

か

ら

こ

そ

上

位
が

占
め

る

｢

相

対

的

空

間
+

に

応
じ
て

→

平
均

価
値
は

中
位
の

価
値
に

近
づ

い

た

り

遠
ざ

か
っ

た

り

す
る
+

の

で

あ

る
｡

加
重

平

均
説
を

と

る

か

ら
こ

そ
､

大

量
の

所

在
が

市
場
価
値
を

｢

決
定

的
に
+

規
定
す
る

の

で

凍

る
｡

『

剰
余
価
値
学
説
史
』

で

も

加
重

平
均
的

市

場
価
値

規
定

が

明

確
に

与
え

ら

れ

て

い

る
｡

｢

例
え

ば

綿
布

製
造

業
で

の

個
別

的

資

本
家
が

そ

の

下

で

生

産

す
る

特
殊
約
諾

条
件
ほ

必

然
的
に

三

つ

の

ネ

寸

i
r

叫

ー

ー

.

≠
♪

l

地
甲

.

ト

l〆
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ヽ

ヽ

ヽ

部
類
に

分
か

れ

る
｡

第
一

の

部
類
は

中
位
的
条
件
の

下
で

生

産
す

る
｡

つ

ま

り

彼
ら

が

そ

の

下
で

生

産
す

る

個
別
的
生

産
条
件
は

そ

ヽ

ヽ

ヽ

の

部
面
の

一

般
的
生

産
条
件
と

一

致
す
る

｡

平
均
状

態
が

彼
ち
の

ヽ

ヽ

ヽ

現

実
的
状

態
で

あ

る
｡

彼
ら
の

労
働
生

産
性
は

平
均

的
高
さ

を

も

ヽ

ヽ

ヽ

､

つ
｡

彼
ら
の

商
品
の

個
別

的
価
値
は

こ

の

生

産
部
面
の

商
品
の

一

般
的
価
倍
と

一

致

す

る
｡

彼
ら
が

例
え

ば

綿
布

三
レ

を

二

シ

リ

ヽ

ヽ

ン

グ

ー
平
均

価
値

-
で

売
る

な

ら
ば

､

彼
ら
は

そ

れ

を

自
分

ヽ

ヽ

た

ち
の

生

産
し

た
一

エ

レ

が

現

物
で

表
わ

す

価
値
ど

お

り
に

売
る

｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

も

う
一

つ

の

部
類
ほ

平

均
的

条
件
よ

り
も

よ

り

良
い

条
件
の

下
で

ヽ

ヽ

ヽ

､

､

､

生

産
す

る
｡

彼
ら
の

商
品
の

個
別

的
価
値
は

同
じ

商
品
の

一

般
的

ヽ

ヽ

価
値
以

下
で

あ

る
｡

彼
ら

が

同
じ

商
品
を

こ

の

一

般
的

価
値
で

売

ヽ

ヽ

る

な
ら

ば
､

彼
ら
は

そ

れ

を

個
別

的
価
値
以

上
に

売
る

｡

最
後
に

､

ヽ

ヽ

ヽ

第
三

の

部
塀
ほ

平
均
的
生

産
諸
条
件
以

下
で

生

産
す
る

｡

…

…

ど

の

部
類
が

平
均
価
値
を

決
め
る

の

に

決
定
的
だ

っ

た

か

は
､

こ

と

ー〓
一

メ

,

ヲ

シ

ユ

･

7

エ

ハ

ル

l

一-

ス

に

諸

部

類
の

数

的

関

係
ま

た

は

比

例

的

量

関
係

(

d

監

勺

3
p
O

註
O

n
e
-

-

e

G
r

冨
e

n

壱
F

巴
-

n
小

β

に

依
存
す

る

で

あ

ろ

う
｡

■
中
位
部
顆
が

数
的
に

は

る

か

に

重

き

を

な

す
(

慧
i

t

召

邑
e

笥
｡
)

な

ら
ば

､

こ

れ

が

平
均
価
値
を

決
定
す
る

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

部
類

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

が

数
的
に

弱
く

､

平
均
的

条
件
以

下
で

労
働
す
る

部
類
が

数
的
に

鎗
く

そ

し
て

重

す
ぎ

る

(

旨
¢

邑
¢

笥
ロ
)

な

ら

咤
土

れ
が

そ

の

部
面
の

生
産
物
の

一

般
的
価
値
を

決

定

す
る

｡

+

(

剰
Ⅱ

八
五

二

頁
､

全

集
二

〇
一

1
二

頁

-
-
前
者
は

M

E

G

A

版
の

､

後
者
は

全

集

版
の

原
頁

｡

以

下
同

様
)

見
ち

れ

る

よ

う
に

､

こ

こ

で

も
マ

ル

ク

ス

は
､

生

産
条
件
を

三

つ

の

ク

ラ

ス

ー
中

位
､

優

良
､

劣

等

-
に

分

け
､

第
+

に

｢

中
位
的

条
件
+

が

｢

一

般
的
条
件
+

､

｢

平
均

的
条
件
+

だ

と

し
､

そ

の

個
別

的
価
値
が

｢

一

般
的

価
値
+

､

｢

平
均
価
値
+

だ

と

す

る
｡

｢

市

場
価
格
〔

市
場
価

値
と

同

じ
〕

そ

の

も

の

は
､

同
じ

部
面
の

ヽ

ヽ

1

1

1

1

1

､

､

､

､

､

､

､

商
品
が

こ

の

部
面
の

中
位
の

平
均
的
生

産
条
件
の

下

〔

原
文
-
ア

ン

ダ

ー

ラ

イ

ン

〕

で

生

産
さ

れ

る

商
品
の

価
格
に

ょ
っ

て

規
定
さ

れ

る

か

ぎ

り
で

は
､

す

で

に

平
均

を

含
む
+

(

同

八
四

三

頁
､

全

集
一

九
一

頁
)

と

い

う

場
合
も

同
じ

で

あ

る
｡

こ

れ

ほ

正

規
分

布

か
､

大

量
の

所
在
を

抽
象
し
た

場
合
で

あ

る
｡

つ

い

で

第
二

に

デ
イ
フ

ィ
ニ

チ

イ

7

｢

ど
の

部
顆
が

平
均
価

値
を

決
め

る

の

に

決

定

的
+

か

ほ

｢

諸

部

類
の

数
的

比

率
ま

た

は

比

例
的
量
比

率
+

に

依
存
す

る

と

の

ぺ
､

ヽ

ヽ

中
位
ク

ラ

ス

が

｢

数
的
に

は

る

か

に

重
卓

を

な

す
+

場
合
に

は

そ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

れ

が
､

下

位
ク

ラ

ス

が

｢

数
的
に

強
く
て

重

す
ぎ

る
+

場
合
に

は

そ
れ

が
､

｢

平
均
価
値
+

を

決
定

す
る

.
と

言

う
｡

こ

れ

ほ

加
重

平

均
の

決
定
的
な

｢

重
+

-1

ク

エ

′
ィ

ト

(

潜

曾
五
首
t

)

=

大

草
が

ど
の

部
類
に

属
す
る

か

に

ょ
っ

て

市
場
価
値

瀧
定
を

言
っ

た

も
の

抑
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で

あ

り
､

前
述
の

第
一

､

ニ

ケ

ー

ス

に

相
当

し
､

加
重

平
均
的
市

場
価
値
規
定
で

あ
る
｡

か

く

て
､

こ

こ

で

も
マ

ル

ク

ス

は

市
場
価

値
決
定
を

加

重

平
均
と

し

て

と

き
､

大
量
=

ウ

エ

イ

ト

の

所
在
を

そ

の

決
定
に

と
っ

て

｢

決
定
的
+

と

み

な
し

て

い

た

に

す
ぎ

ず
､

加
重

平
均

託
と

別

個
に

大

量
支

配
説
を

と
い

て

い

る

わ

け
で

は

な

ヽ

ヽ

い
｡

｢

同

じ

生

産
部
面
内

部
の

諸

資
本
は
こ

の

部
面

内

部
で

生

産

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

さ

れ

た

諸

商
品
の

諸
価
格
を

同

じ

市
場
価
格
に

均

等
化
す

る
+

(

同
七

七
七

頁
､

全

集
一

一

九

-
一

二

〇

頁
)

と
い

う
よ

う

に
､

諸
個
別

的
価
格
の

｢

均
等
化
+

つ

ま

り

加
重

平
均
と

し

て

市

場
価

格
(

｢

市
場
価
値
の

貨
幣
で

の

表
現
+

(

同
八
五

三

頁
､

全
集
二

〇

三

頁
)

と

し
て

の
)

を

与

え

て

い

る

の

で

あ

る
｡

以

上

み

た

よ

う
に

､

正

常
な

組
合
わ

せ
､

二

つ

の

｢

異
常
な

組

合
わ
せ
+

に

お

い

て

は
､

一

見
大

量
支
配
的
市
場
価
値
規
定
が

与

ヽ

ヽ

ヽ

え

ら
れ

て

い

る

よ

う
に

見
え

る

が
､

し

か

し
マ

ル

ク

ス

は

厳
密
に

加
重

平
均
的
市

場
価
値
規
定
を

ど
の

場
合
に

も

首
尾

一

貫
し
て

与

え

て

お

ゃ
､

第
一

〇

章
の

市
場
価
値
論
に

加

重

平
均
と

大

量
支
配

の

二

つ

の

異
な
る

規
定
が

あ

る

わ

け

で

な

く
､

あ
る

の

は

た

だ

前

者
の

み

で

あ

る
｡

一

般
的
に

は
､

統
計
的
代

表
値
と

し

て

加
重

平

均
値
せ

最
頻
値
=

大
量
支
配
値
(

そ

れ
に

中

位
数
)

が

別

個
に

あ

り

う
る

と

し
て

も
､

そ

れ

は

わ
れ

わ

れ

の

議
論
と

何
の

関
係
も

な

い

空

論
で

あ

る
｡

｢

生

産
さ

れ

た

稔
価
値
判
る

生

産
物
の

数
は

個
別

的

生

産

物
の

価
値
を

規
定
し

､

そ

し

て

生

産
物
は

か

か

る

可
陰
部
分

と

し
て

商

品
に

な

る
｡

も
は

や

個
別

的
特

殊

的
商
品
に

費
や

さ

れ

た

労

働

-
大
て

い

の

場
合
も

は

や

全

く

計
算
し
え

ず
､

あ

る

商
品
に

ほ

他
商
品

よ

り
も

多
く

費
や

さ

れ

た

労
働
-
-
で

は

な

く
､

総
労
働

の

一

可

除
部
分

す
な

わ

ち

生

産
物
の

数
で

〔

割
っ

た
〕

捻
価
値
の

平
均
が

､

個
別

的

商
品
の

価
値
を

規
定
し

､

そ

れ

を

商
品
と

し
て

定
立

す
る

｡

+

(

剰
Ⅲ

一

三

〇
三

頁
､

全

集
一

〇
九

頁
)

こ

こ

で

は

何
よ

り

も

明

瞭
に

､

商
品
の

価
値
は

罪
責
諭
＋

粋
取
替
8

弊

㍉
総

労
働
の

一

可
除
部
分

､

生

産
物
の

数
で

割
っ

た

糸
価
値
の

平

均
+

と

し
て

定

式
化

さ

れ

て

お

り
､

し

か

も

個
別

的

必

要
労
働
時
間
で

は

な

く

｢

総
労
働
+

に

よ
っ

て

規
定

さ

れ

る

と

あ

り
､

加
重

平

均

的
市
場
価
値
説
が

語
ら

れ

て

い

る
｡

以

上

大

量
の

所
在
に

よ

る

三

つ

の

ケ

ー

ス

の

分

析
の

意
義
は

､

学
説

史
的
に

み

れ

ば
､

リ

カ

ー

ド
､

シ

ュ

ト

ル

ヒ
､

コ

ー

ベ

ッ

ト

批
判
に

あ

る
｡

｢

市
場
価
値
ほ

最
悪
の

条
件
の
二

卜

で

生

産
さ

れ

る

商
品
に

ょ
っ

て

規

制
さ

れ

る

か

(

リ

カ

ー

ド
)

､

そ

れ

と

も

最
良

の

条
件
の

下

で

生

産
さ

れ

る

商
品
に

ょ
っ

て

規
制
さ

れ

る

か

(

シ

ュ

ト

ル

ヒ

)

と
い

う

論
争
は

､

,
結
局

､

両

方
と

も

正

し
い

し
､

ま

β0 ∂

ヰ

†

ト

一

軒
叫

r

-

ー

ー

ト

叫

､

泌
叩

.

ト

r

r
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キ

†

山

一
t
-

紳

､

1

｡

一

｡

叫

∵
郷

如

+

1

ヽ

た

両

方
と

も

正

し
く

な
い

と

い

う
こ

と

に

な

り
､

ま
た

両
方

と

も

中
位
の

場
合
を

全
く

無
視

し

た

と

い

う
こ

と

に

な
る

｡

+

(

E

Ⅲ
一

九
三

頁
､

注
三

〇
)

か

か

る

適
確
な

批
判
は

ウ
エ

イ

ト

の

所

在
を

重

視
す
る

加

重

平

均
的

市

場
価
値
規
定
の

み

が

な

し

う

る
の

で

あ

り
､

こ

の

市
場
価
値
の

一

般
的

規

定
は

､

ウ
エ

イ

ト

の

所
在
い

か

ん

に

応
じ
て

､

リ

カ

ー

ド

の

劣
等
限

界
原
理

､

シ

ュ

ト

ル

ヒ

や

コ

ー

ベ

ァ

ト

の

優
等
限

界
原
理

を
､

.
自
ら
の

一

般
的
原
理
の

特
殊
原

理

と

し
て

止

揚
･

息

摂
し

う
る

切

で

あ
る

｡

以

上

み

た

加

重

平

均
的

市

場
価
値

規
定
は

､

『

資
本
論
』

第
一

部
第

一

篇
の

価
値
規
定
の

｢

現
実
化
+

で

あ

り
､

｢

個

別

的

商

品

の

価
値
に

妥

当

す
る

諸

条
件
が

一

つ

の

商
品

種
類
の

稔
量
の

価
値

に

つ

い

て

の

諸

条
件
と

し

て

再
生

産
さ

れ

る
+

(

E

Ⅲ
一

九

〇

I

一

頁
)

の

で

あ

る
｡

周

知
の

と

お

り
､

右

第
+

部
で

は

｢

商
品
が

使
用
価
値
を

も

ち
､

そ

れ

ゆ
え

あ

る

社

会
的

欲

望
を

み

た

す
こ

と

が

売
り
の

一

方
の

前
線
で

あ
っ

た
｡

他
の

前
提
は

､

商
品
に

含
ま

れ

る

労
働
量
は

社

会
的
に

必

要
な

労
働
を

表
わ

し
､

し
た

が
っ

て

商
品
の

個
別

的
価
値
…

…
は

商
品
の

社

会
的

価
値
と
一

致

す
る

こ

と
で

あ
っ

■
た

｡

+

(

同
一

九
一

頁
)

い

ま

や

こ

れ

ら

個
別

的

商
品

の

二

条
件

･

前
提
が

｢

一

つ

の

部
面
全
体
の

生

産
物
+

に

｢

再
生

ヽ

ヽ

ヽ

産
+

さ

れ

る
｡

｢

全
商
品

量
そ

れ

ゆ

え

さ

し

あ

た

り
一

つ

の

生

産

ヽ

ヽ

ヽ

部
門
の

商
品

量
を
一

つ

の

商
品
と

考
え

､

多
数
同

一

商
品
の

価
格

ヽ

ヽ

ヽ

の

稔
計
を

一

つ

の

価
格
に

合
計
さ

れ

た

も
の

と
山

考

え

る

な
ら

ば
､

事
態
は

最
も

容
易
に

叙

述
さ

れ

る
｡

そ

う
す

れ

ば

個
別

的
商
品
に

言
わ

れ

た

こ

と

が
､

い

ま
や

市
場
に

あ

る

あ

る
一

定
部
門
の

商
品

量
に

つ

い

て

文
字
ど
お

り

妥

当

す
る

｡

商
品
の

個
別

的
価
値
が

そ

の

社

会

的
価
値
に

一

致
す

る

こ

と

は
､

い

ま

で

は

総
量
は

そ
の

生

産
に

必

要
な

社

会
的
労
働
を

含
み

､

こ

の

商
品

量
の

価
値
は

そ

の

市
場
価

値
に

等
し
い

と

い

う
こ

と

ま
で

現

実
化
さ

れ
､

一

層
進
ん

で

規
定

さ

れ

る
｡

+

(

E

Ⅲ
一

九
一

-
二

頁
)

こ

こ

で
､

一

部
門
の

｢

全

商
品

量
+

を

｢

一

つ

の

商
品
+

に
､

個
別

的
｢

価

格
の

稔

計

ヽ

ヽ

ヽ

を
一

つ

の

価
格
に

合
計
+

す

る

と
い

う
こ

と

は
､

几

で

割

ろ

う
が

割
る

ま
い

が
､

加
重

平
均

的
市
場
価
値
す

な

わ

ち

｢

平

均

価
値
+

の

で

あ

り
､

個
別
的

価
値
=

社

→
中

会
的
価
値

､

個
別

的
労
働
時
間
=

社
会
的

必

要
労
働
時
間
な

る

第

一

部
の

前

提
が

､

商
品

捻
量
が

そ

の

生

産
に

必

要
な

社

会
的

労
働

を

含
み

､

そ

の

価
値
は

市
場
価
値
に

等
し
い

と
い

う
点
で

具
体
化

､

｢

現

実
化
+

さ

れ
､

一

歩
進
ん

で

規
定
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

意
味
で

は
､

第
三

部
の

市
場
価
値
規
定

は

明

ら
か

に

第
一

部
の

価

値
規
定
の

現
実
化

･

具

体

化
で

あ

る
｡

つ

ま

り
､

商
品
の

価
値
は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

｢

諸

商
品
の

全
量

､

稔
額
を

生

産
す
る

の

に

必

要
な

労

働
に

よ
っ

細
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て

規
定
さ

れ
､

…
‥
･

各
個
別

的
資
本
家

…

…
に

と
っ

て

必

要
な

特

殊
的

労
働
時
間
に

ょ
っ

て

規
定
さ

れ

な

い
+

(

剰
Ⅱ

八
五

一

-
二

頁
､

全

集
二

〇
二

頁
)

､

｢

あ

る

特

定
の

個
別

的
生

産
者
に

と
っ

て

個
別

的
に

必

要
な

労
働
時
間
で

は

な

く
､

社

会
的
必

要
労
働
時
間

に

ょ
っ

て
､

す

な

わ

ち

市

場
に

あ

る

そ

の

商
品

種
顆
の

社

会
的
に

必

要
な

総

量
を

社
会
的

生

産
条
件
の

所
与
の

平

均
の

下
で

生

産
す

る

の

に

必

要
な

労
働
時
間
に

よ
っ

て

規

定
さ

れ

る
+

(

K

Ⅲ

六

五

四

頁
)

の

で

あ

り
､

こ

れ

ほ

加
重

平
均

的

市

場
価
値
規
定
と

全

く

同

じ
で

あ

り
､

価
値
規
定
の

現

勢
化

･
･

具
体

化
で

あ

る
｡

ス

チ
ュ

ア

ー

ト

は

す
で

に

個

別

的

労

働
の

｢

平

均
+

と

し

て

｢

価
格
+

を

規
定
し

て

い

た
｡

投
下

労
働
量
を

｢

推
定

す

る

場

合

に

注
意
す
べ

き

ほ

平

均
し
て

そ

の

国
の

職
人
が

一

般
的
に

ど

れ

だ

け
を

な

し

う

る

か

と

い

う
こ

と

の

み

で

あ

る
｡

そ

の

さ

い

彼
は

そ

の

職
業
で

最
良
の

人
と

も

最
悪
の

人

七

も

想

定
し

て

は

な

ら

な
い

し
､

彼
が

働
く

場
所
に

関
し

て

何

ら
か

の

利
点
ま

た

は

不

利
益
を

も
つ

と

し

て

も

な

ら

な
い

｡

+

職
人
の

生

活

資

料
や

道

具
の

た

め

の

｢

必

要
経
費
も

ま
た

上

記
の

も
の

と

同
じ

く

平
均
を

と
る

べ

き

で

あ
る
+

(

】
･

S
t

e

亡

賀
t

-

ゝ
講

叫
-

ぶ

邑

づ

訂
訂
≠

訂
L

苛
丸

誉
母
訂
わ

阜

勺
q
～

註

邑

軒
箋
｡
､

卓
.

-

宗
ご

く
○
-

+
.

勺
り

曽
-
N

.

中
野
正

訳
肖

三

九

頁
)

｡

ま
た

ベ

イ

リ

ー

も

｢

漁
労

働
+

と

そ

の

｢

分

劫
+

に

ヽ

ヽ

よ

る

市

湯
価
値
を

苧
㌃

て

い

た
｡

｢

『

商
品
』

に

ょ
っ

て
､

■
特
殊
の

畑
一

じ

個
々

の

帽
子

､

靴
等
々

で
■

は

な

く
､

『

商
品
の

銘
柄
』

を

理

解

す

べ

き

で

あ
る

｡

英
国
で

全
て

の

帽
子

を

生

産

す

る

総

労

働
は

､

こ

の

目
的
に

と
っ

て
､

.
全
て

の

帽
子
に

分
割
さ

れ
.
る

と

み

な

す
べ

き

で

あ

る
｡

+

(

S
p

ヨ

喜
-

･
出

邑
e

y
.

〇

訂
等

芸
誉
讃

Q

達

C

等
訂
㌻

可
顎

訂
～

b
計
≠

ミ
諾

丸

吉

勺
Q
～

罠
b

已

内

岩
逮
Q
や

ぜ
､

.

｢
○

ロ

d
O

n
-

-

00

N

-
.

勺
勺

･

訟
-
中
･

』
■

b

邑
訂

已

b
訂
篭
ミ

亀
Q

逮

旨
叫

訂

宅
已

宅
♪

ら

き
･

e

雫
Q

b

豆
乳

C
包

ま
篭
♪

-

加
N

㌣
r
e

ワ

オ
y

A
n

g
亡
S

t

亡

玩

芦

只
e
-
】

①

y
､

Z
e

弓

Y
O
r

打
-

-

芸
り

に

フ

ォ

ト

コ

ピ

ー

再
録

｡

)

(

1
)

大

内

力

『

地
代

と

土

地

所

有
』

一

九
五

八

年
､

五

頁
｡

(

2
)

大
内

氏
の

円

円

円

計

00

8 0

由

3

4

量

個

個

個

娼

3 ｡

6 ｡

1 ｡

柑

値

柑

細

川

個

価

1

｢

く
い

ち

が
っ

た
二

つ

の

考
え

方
+

の

発
見
は

､

マ

計 1 0 0 個 8 3 0 円

注 大内カ , 前掲書 , p . 5 .

ル

ク

ス

の

正

規

分

布
の

想

定

を

見

抜

け

ず
､

上

図
の

よ

う
な
マ

ル

ク

ス

と

は

無

縁
な

慈

意
的

な

非
正

規

分

布

を

前
提
さ

れ

た
か

ら

で

あ

る

(

加

重

平

均

値
は

八

二
二

円

で
､

大

量
支

配

値
ほ

八

円
)

｡

氏

ほ

結

局

大

量
支

配

説

の

み

を

｢

市

場
価

値
の

正

当

な

規

定
+

(

同

前
ニ

ー

頁
)

と

さ

れ
､

そ
の

根
拠
を

再

生

産
に

必

要
な

労

働
時

間
に

も

と

め

ら

れ

る

が

(

一

四

-
五

頁
)
､

注
(

8
)

で

み

る

よ

う
に

､

加

重

平

均

説
こ

そ

右

再
生

産

説

に

最
も

婁

当

す
る

ヽ

か

ら
､

大

量
支

配
説
の

根
拠
に

な
り

え

な

い
｡

氏
は

再

生

産

蔑
の

さ

J
､

†

+

一

軒
叫

r

←

k

-

.

-
･

.

弧
岬

`

ト

.

ト

ビ



( 1 1 ) 市場価値 と超過利潤

j
ノ

､

皿

■
､

叫

.

､

1

｡

一

｡

吋

′

♯
合

畑

1

Y

ら
に

一

層
の

根

拠
を

宇

野

氏
の

市

場
価
値

論
に

よ

り
つ

つ
､

中

位
が

｢

追
加

的
生

産
+

を

担
う

点
に

も

と

め

ら
れ

る

が

(

一

九

-
二

〇

頁
)
､

こ

の

概

念
の

成
立

し

が

た
い

こ

と

は
､

宇

野

市

場
価
値
論
を

検

討
し

た

拙

著

『

独

占

資

本
主

義
の

価

椿
理

論
』

一

九
七

二

年
第
六

孝
三

節

参
照

｡
二

｢

異
常
な

組
合

わ

せ
+

と

有
効
需
要
の

弾
力

性

以

上

み

た

｢

異
常
な

組
合
わ

せ
+

の

場
合
の

劣
等

･

優
等
個
別

的
価
値
に

ょ

る

市
場
価
値
規
定

(

い

わ

ゆ

る

限

界
原
理
)

は
､

有

効
需
要
の

弾
力

的
対

応
を

必

要
条
件
と

す

る
｡

マ

ル

ク

ス

は
､

市

場
価
値
の

一

般
的

規
定

を

与
え

た

最
初
の

文

節
の

続
き

に

次
の

よ

う
に

言
う

｡

｢

最
悪
の

条
件
の

下

で

生

直
さ

れ

る

商
品
の

販

売
は

､

そ

の

商
品
が

需
要
の

充
足
の

た

め
に

必

要
だ

と

い

う
こ

と

を

証
明

す

る
､

と

言
っ

て

も

何
の

役
に

も

立
た

な
い

｡

想

定

し
た

場
合
に

も

し

価
格
が

中
位
の

市

場
価
値
よ

り

も

高
け

れ

ば
､

需
要
は

よ

り

小

さ

く

な

る

で

あ

ろ

う
｡

一

定
の

価
格
で

､

あ

る

商
品

種
類
は

市

ラ

ム

ソ

ム

場
で

一

定
の

空

間
を

占

め
て

､

よ

り

高
い

価
格
が

よ

り

少
な
い

商

品

量
と

､

よ

り

低
い

価
格
が

よ

り

大
き

な

商
品

量
と

落
合
う

な

ら

ば
､

そ

の

と
き

だ

け
は

こ

の

空
間
は

価
格
の

変
動
が

あ
っ

て

も

同

一

に

と

ど

ま

る
｡

こ

れ

に

反
し

て
､

需
要
が

非
常
に

強
く

､

価
蒋

が

最
悪
の

条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

る

商
品
の

価
値
に

よ
っ

て

規
制

さ

れ

て
一

も
､

需

要
が

収

縮
し

な
い

な

ら

ば
､

こ

れ

ら
の

商
品
が

市

場
価
値
を

規
定
す
る

｡

こ

の

こ

と

が

可

能
な
の

は
､

需
要
が

普
通

の

需
要
を

越
え

る

場
合
か

ま

た

は

供
給

が

普
通
の

供
給
以

下
に

減

る

場
合
の

み

で

あ

る
｡

最
後
に

生

産
さ

れ
た

商
品
の

量
が

中

位
の

市
場
価
値
で

販
路
を

見
つ

け
る

よ

り

も

大
き

け

れ

ば
､

最
良
の

諸

条
件
の

下
で

生

産
さ

れ

た

商
品
が

市

場
価
値
を

規
制
す

る
｡

+

(

E

Ⅲ
一

八

八

頁
)

こ

の

文

章
中
の

｢

こ

れ

に

反
し
て
+

以

下
は

､

従

ヽ

ヽ

ヽ

来
｢

不

明

瞭
な

箇
所
+

と

よ

ば

れ
､

需
給

不
一

致
の

場
合
の

市
場

価
値
の

特
殊
規
定
と

解
さ

れ

て

き

た
｡

し

か

し
､

こ

の

箇
所
を

前
■

掲
市
場
価
値
の

一

般
的
規
定
を

与
え

る

先

行
文
節
や

｢

こ

れ

に

反

ヽ

ヽ

ヽ

し
て
+

に

先

立
つ

文
言
.
と

切

離
し
て

孤
立

的
に

取
上

げ

ず
､

こ

れ

ら
一

連
の

文

脈
の

中
で

正

し

く

位
置
づ

け

把
握
し

直
す

な

ら

ば
､

こ

の

箇
所
は

｢

不

明

瞭
な

箇
所
+

で

も

市
場
価
値
の

特
殊
規
定
を

与
え

る

箇
所
で

は

な

ん

ら

あ
､
り

え

ず
､

市
場
価
値
の

一

般
的
規
定

を

与

え

る

先

行
文

節
を

受
け
て

､

優
等

･

劣
等
個
別

的
価
値
に

ょ

る

市

場
価
値
規

定
す
な

わ

ち
｢

異
常
な

組
合
わ
.
せ
+

を

支
え

る

特

殊
な

条
件
を

明

ら
か

に

し

た

箇
所
で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る
｡

問
題
終
決
の

鍵
は

､

｢

こ

れ

に

反
し
て
+

に

先

立
つ

前

半

文

言

に

あ

る
｡

第
一

文
･

･

1
｢

最
悪
の

条
件

下
で

生

産
さ

れ

る

商
品
の

仙
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販

売
は

､

そ

の

商
品
が

需
要
の

充
足
の

た

め
に

必

要
だ

上
い

う
こ

と

を

証

明
す

る
､

と

言
っ

て

も

何
の

役
に

も
た

た

な
い
+

は
一

体

何
を

意
味
す

る

か
｡

こ

れ

は

リ

カ

ー

ド

の

劣
等
限

界
原
理

と

そ

の

根
拠
づ

け
の

批
判
で

あ

る
｡

｢

製
造

品
､

鉱
産

物
､

土

地

生

産

物

を

問
わ

ず
､

全
て

の

商
品
の

交
換
価
値
は

､

生

産
の

特
別
の

設

備

(

訂

邑
E
e

s

)

を

も
つ

人
々

に

よ
っ

て

排
他
的

に

享

受

さ

れ

る

き

ア

ユ

イ
〟
ソ

ア

ラ
+

7

ル

わ

め
て

良

好

な

事
情
の

下
で

､

そ

れ

ら
の

生

産
に

十

分

な

よ

レ

ギ
ユ

レ

ー

ト

り

少
量
の

労
働
に

よ
っ

て

規
制
さ

れ

な
い

で
､

そ

の

よ

う
な

設
備

ア

ソ

7

エ

イ
.

ワ

ァ

ラ

ブ
ル

を

も
た

な
い

人
々

す

な
わ

ち

最
も

不

利

な

事
情
の

下
で

そ

れ

ら
を

生

産
し
っ

づ

け
る

人
々

に

ょ
っ

て

そ

の

生

産
に

必

然
的
に

投

下

さ

れ

る

よ

り

多

量
の

労
働
に

よ
っ

て

規
制

さ

れ

る
｡

最
も

不

利

れ
7

ク

ワ

イ

ア

ー

F

な

事
情
と

は
､

そ

の

下
で

生

産
物
の

要
求
さ

れ

る

量
が

生

産
を

続

行

す
る

の

を

必

要
に

す
る

最
も
不

利
な

事
情
を

意
味
す
る

｡

+

(

リ

カ

ー

ド

『

原
理
』

ス

ラ

ソ

フ

ァ

全

集
版

､

東
一

巻
七

三

頁
)

つ

ま

り
､

リ

カ

ー

ド

は

農
鉱
工

業
生

産
物
の

市

場

価
値
は

最
劣
等
個
別

的

価
値
に

ょ
っ

て

規
制

さ

れ

る

と

主

張
し

､

そ

の

根
拠
を

｢

要
求

量
+

=

需
要
量
を

供
給
す
る

た

め
に

は

｢

最

も

不

利
な

事
情
+

の

下
で

も

｢

生

産
を

続
行
す
る

の

が

必

要
で

あ

る
+

点
に

も

と

め

た

の

で

あ
る

｡

リ

カ

ー

ド

は

収

穫
逓
減
法
則
を

前
提
し
て

､

人
口

増

に

ょ

る

｢

要
求

量
+

増
加
に

対

応
す

る

た

め

限

界
地
で

の

生

産
が

｢

必

然
的
+

■
で

あ

り
､

そ

れ

ゆ

え
こ

の

限

界
的
生

産
条

件

が

価

格

∽

決
定

権
を

握
る

と

考
え
た

の

で

あ
っ

た
｡

し
か

し

｢

要
求
量
+

は

無
条
件
的
か

つ

ア

プ

リ

オ

リ

に

固
定

的
で

あ

り

え

ず
､

も

し

市

場

価
値
が

最
劣
等
個
別

的

価
値
に

よ
っ

て

規
制
さ

れ

る

と
､

｢

要
求

量
+

=

需
要
量
は

｢

収
縮
+

す
る

だ

ろ

う
｡

｢

最
後
の

文

章
は

全

然
正

し

く
な
い

｡

『

要
求
さ

れ

る

生

産
物

量
』

は

固
定

し

た

大
き

さ

で

は

な
い

｡

一

定
の

生

産
物
量
は

価

格
の

一

定
限

界
内
で

要
求

さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

価
格
が

こ

の

限

界
を

越
え

て

騰
貴
す

れ

ば
､

『

要
求
さ

れ

る

量
』

も

需
要
と

共
に

低
下

す

る
｡

+

(

剰
Ⅱ

八
五

一

頁
､

全

集
二

〇
一

頁
)

ま
た

問
題
の

文
言
中
の

第
二

文
で

も

｢

想

定
し

た

場
合
に

価
格
が

中
位
の

市
場
価

値
よ

り

も

高
け
れ

ば
､

需

要
は

も
っ

と

少
な

く

な

ろ

う
+

と

い

う
｡

だ

か

ら
､

｢

最

も

不

利

な

事
情
+

の

下
で

の

｢

生

産
+

の

｢

続
行
+

は

む

し

ろ

｢

必

要
+

で

な

く

な
り

､

こ

の

劣
等
限

界
個
別

的
価
値
は

も
ほ

や

な

ん

ら

価

椅
決

局
力
を

も

た

な

く

な

り
､

リ

カ

ー

ド

の

限

界
原
理
の

根
拠

､

し

た

が

っ

て

ま

た

限
界
原
理

そ

の

も
の

が

崩
壊
す
る

｡

だ

か

ら
､

｢

最
悪
条
件
下
で

生

産
さ

れ

た

商
品
の

販
売
は

そ

の

商
品

が

需
要

の

充

足
の

た

め
に

必

要
だ

と
い

う
こ

と

を

証
明

す
る

と

い

っ

て

も

何
の

役
に

も

た

た

な
い
+

の

で

あ

る
｡

劣
等
条
件
の

商
品
の

販
売

は

リ

カ

ー

ド

の

い

う
最

劣
等
限
界
原
理

を

何
ら

正

当

化

し
え

な
い

｡

ヰ

†

血

'
.

■

如

〆

+

r

ー

.-

-

小

.

並
叩

ヰ

ー

.

Y



一
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叫

メ

､

｡

叫

′
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叩
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1

叫

そ

も

そ

も

平
均
原

理
の

場
合
で

も
､

優
等
限

界
原
理

の

場
合
で

も
､

限
界
商
品
は

｢

需
要
の

充

足
の

た

め
に

必

要
+

な
の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

市

場
価
値
が

劣
等
個
別

的
価
値
で

決
ま

れ

ば
､

需
要
は

収
縮
し

､

逆
に

優
等
個
別

的

価
値
で

決
ま
れ

ば
､

需
要
は

増
大
す

る
｡

こ

の

こ

と

を
一

般

化
し

た

の

が

問
題
の

文

節
中
の

第

三

文
で

あ

る
｡

｢

一

定
の

価

格
で

､

あ

る

商
品

種
類

は

市

場

で
一

ラ

ん

ソ

ム

定
の

空

間
を

占
め

え
､

よ

り

高
い

価
格
が

よ

り

大
き

な

商
品

量
と

､

よ

り

低
い

価
格
が

よ

り

大
き

な

商
品

量
と

落
合
う
な

ら

ば
､

そ

の

と

き

だ

け

は

こ

の

空

間
は

価

格
の

変
動
が

あ
っ

て

も

周
一

に

と

ど

ま

る
｡

+

つ

ま

り
､

功

敵
将
召

=

義
春
×

承
知

帥
で

あ

り
､

価
格

( 1 3 ) 市易価値と超過 利潤

.第 2 園 市場空 間
一 定

万個

2 3 4 円

上 中 下

個 別的価値

15

0

5

1

供
給

･

需
要

量

と

商
品

量
と

は

反
比

例
し

､

両

者
の

逆
方

向
へ

の

変
化

率
が

相

殺

し
ぁ

う

場
合
に

の

み
､

あ

る

商
品
の

市

瘍
空

間
ほ

一

定

で

あ

る

(

第
2

図
参
照
)

｡

例
え

ば
､

｢

中

位
の

市

場

価
値
+

で

｢

要

求

さ

れ

る

量
+

が
一

〇

万

個
と

し
､

上
､

中
､

下
の

個
別
的

価
値
を

二

円
､

三

円
､

四

円
と

す
れ

ば
､

正

常
な

場
合
は

､

市
場
空

間
=
-

○

対
×
い

コ

ーー

岩

村
コ
で

あ

る
｡

も

し

｢

価
格
が

中
位
の

市
場
価
値

よ

り

高
く

な
+

り

四

円
に

な

れ

ば
､

ご
対
×
阜

コ
=
い

○

対
コ

と

な

り
､

｢

需
要
は

よ

り

小

さ

く

な

ろ

う
+

(

七
･

五

万

個
)

｡

逆
に

価
棉
が

｢

中
位
の

市
場
価
値
+

よ

り
二

円
に

下

落
す

れ

ば
､

-

山

村

×
N

コ

=

岩

村
コ

と

な
り

､

需
要
は

一

五

万

個
に

増
え

る

だ

ろ

う

(

第
2

図
)

｡

そ
こ

で
､

供
給
が

一

〇

万

個
な
の

に
､

も

し

市
場
価

値
が

劣
等
個
別

的

価
値
四

円

か

優
等

個
別

的
価
値
二

円
に

決
定

さ

れ

る

に

応
じ
て

､

需
要
が

七
･

五

万

個
､

一

五

万

個
に

変
化

す
れ

ば
､

需
給
は

一

致
せ

ず
､

前
者
の

場
合
に

は

藻
琴
>

動
地
と

な

り
､

価
格
ほ

下

が

り
､

市
場
価
値
は

劣
等
限
界
個
別

的
価
値
四

円
で

安

定
し

え

ず
､

後
者
の

場
合
に

は
､

逆
に

藻
寄
<

鴻
池
と

な

り
､

価

格
は

上
が

り
､

市

場
価
値
は

優
等
個
別

的
価
値
二

円
で

安
定
し
な

い

で

あ

ろ

う
｡

市
場
価
値
は

均

衡
価
格
で

な

く
な

る
｡

か

く
て

､

こ

の

定

式
か

ら

す
れ

ば
､

加
重

平
均
的

市
場
価
値
決
定
原
理
の

特

殊
ケ

ー

ス

と

し
て

の

商
品

大

量
(

ウ
エ

イ

ト
)

が

劣
等
ま
七

は

優

∽
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等
限
界
条
件
に

展
す

る

｢

異
常
な

組
合
わ
.
せ
+

の

歩
合
の

限
界
尿

ヽ

ヽ

ヽ

理
ほ

一

般
的
に

成
立

し

な

く

見
え
る

｡

問
題
解

決
の

決
定
的

文
言

が

｢

こ

れ

に

反
し

て
+

以

下
で

あ
る
｡

た

し
か

に

菰
者
の

場
合

､

→

価
格
が

中

位
の

市

易
価
値
よ

り

高
く

な

れ

ば
､

需
要

は

よ

り

小

さ

く
な
+

る

が
､

し

か

し
｢

こ

れ

に

反
し
て

需
要
が

非
常
に

強
く

て
､

嶺
悪
の

条
件
下
で

生

産
さ

れ

る

商
品
の

価
値
に

ょ
っ

て

価
格

が

規
制
さ

れ

て

も

需
要
が

収
縮
し

な
い

な

ら

ば
､

こ

の

よ

う
な

商

品
餅

市
場
価
値
を

規
定
+

し
､

.
限

界
原
理

は

成
立

し

う
る

｡

上

例

で

は

劣
等
個
別
的

価
値
四

打
に

ょ
っ

て

価
格
が

規
制
さ

れ

る

と
､

通

常
の

瘍
合

､

需
要
量
は

七
･

五

万

個
に

減
る

が
､

｢

需
要
が

非

常
に

強
く
て

､

‥

…
･

収
縮
し

な
い
+

な

ら

ば
､

い

ぜ

ん
一

〇

万

個

で

あ

れ

ば
､

劣
等
個
別

的

価
値
四

円
が

市

場
価
値
を

規
定
し

(

第

3

図
〕

劣
等
限

界
原
理

が

成

立

す
る

の

で

あ

る
｡

つ

ま

り
､

劣
等

個
別
的
価
値
に

ょ

る

市

場
価

値
規
定
の

特

殊
条
件
は

｢

需
要
が

非

常
に

強
く
て

…
:
･

収

縮
し

な
い
+

.
こ

と
､

つ

ま

り

需
要
量

一

定
､

市
場
空

間
=

有
効
需
要
額
の

増
大
で

あ

る
｡

も

ち

ろ

ん
､

｢

需
要

が

普
通
の

需
要
を

越
え

る

場
合
か

､

ま

た

は

供
給
が

普
通
の

供
給

よ

り

も

減
る

場
合
+

の

い

ず
れ

で

も

よ

い
｡

優
等
限

界
原
理
の

場
合
も

同

じ
で

あ

る
｡

ウ
エ

イ

ト

ー一

大

量
が

優
等
条
件
に

属
し

､

価
格
が

中
位
の

市
場
価
値
よ

り

も

低
く

決
ま

第 3 団 市 場空 間 変化

走

円
▲

A
-

5

0

1

1

れ

ば
､

｢

要
求

量
+

=

需

細

要
量
は

一

〇

万

個
か

ら

一

五

万

個
に

増

大

し

(

第
2

図
)

､

.
そ

れ

ゆ

え

生

産
量

一

〇
万

個
と

一

致
せ

ず
､

.
価
格
は

上

昇

し
､

優
等
限
界
原
理

は
■

成

立
し

な
い

｡

し
か

し
､

も
し

需
要
が

｢

普
通
の

需
要
+

以

下

で

あ
っ

て
､

価
格
が

中
位
の

市

場
価
値
以

下
に

下

が

っ

て

も
､

需
要
が

増
大

し
な
い

と

す

れ

ば
､

上

例
で

は
一

〇
万

個

か

ら
一

五

万

個
に

増
大

し

な
い

と

す

れ

ば
､

｢

要
求

量
+

と

生

産

量
は

一

致
し

､

優
等
限

界
原
理
は

成
立

し

う

る

で

あ

ろ

う
｡

あ

る

い

は

逆
に

｢

生

産
さ

れ

る

商
品
の

量
が

中
位
の

市
場
価

値
で

販

路

を

見
つ

け
･
る

よ

り

も

大
き

け

れ

ば
､

最
良
の

条
件
下

で

生

産
さ

れ

る

商
品
が

市

場
価

値
を

規
制
す
る
+

で

あ

ろ

う
｡

つ

ま

り

優
等
限

界
原
理

の

特

殊
条
件
は

､

需
要
量
の

一

定
､

有
効
需
要
額
--

市
場

空
間
の

減
小

で

あ

る
｡

■
以

上

み

た

よ

う
に

(

問
題
の

｢

不
明

瞭
な

箇
所
+

を

含
む

文

言

は
､

先

行

文
節
で

明
ら

か

に

さ

れ

た

市

場
価
値
の

一

般
的

規
定
に

.

ち

一

■r

_
り

l･

恥

ー

←

ド

ー

.

紬

粍

心

.

r

が
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▲
､

▼

止

▼
1

叫

､

1

メ

▲

｡

M

〝

ン

鵬
′

串

叫

.

｡

叫

お

け
る

｢

異
常
な

組
合

わ
せ
+

の

場
合
の

特
殊
な

条
件
つ

ま

り

有

効
需
要
=

｢

支

払
能
力
あ

る

欲
望
+

(

E

Ⅲ
一

九

〇
､

二

〇
二

頁
)

の

弾
力

性
､

弾
力

的
増
減
を

特
別
に

明

ら
か

に

し
た

も
の

で

あ

る
｡

第
二

文
に

あ
る

｢

想

定
し

た

場
合
+

は

｢

異
常
な

組
合
せ
+

を

受

け

る

の

で

あ
る

｡

ま

た

同

じ

文

節
の

最
後
に

｢

最
悪
の

条
件
下
で

働
く

も
の

に

ょ

る

生

産
価
格
の

規
定
に

つ

い

て

は
､

リ

カ

ー

ド

を

見
よ
+

と

あ
る

よ

う
に

､

リ

カ

ー

ド

の

劣
等
限

界
原
理

を

見

す
え

て

の

文

言
で

あ
る

｡

だ

か

ら
､

｢

こ

れ

に

反

し

て
+

以

下

の

文

言

は
､

い

わ

ゆ
る

｢

不

明

瞭
な

箇
所
+

で

も

需
給
不

一

致
の

さ

い

の

市

場
価
値
の

特
殊
規
定
で

も

あ

り

え

な
い

｡

三

超
過

利
潤
の

源
泉
(

プ

ラ

ス

･

マ

イ

ナ

ス

相
殺
説
)

最
後
に

､

現
行
『

資
本

論
』

第
三

部
第

一

〇

章
の

表
題
の

第
三

を

な

し
､

第
一

〇

草
本
文

中
の

あ

ち
こ

ち
と

最

後
の

棒
線
部
分

で

取
扱
わ
れ

て

い

る

｢

超
過

利
潤
+

に

つ

い

て

紙
数
の

都
合
上

ご

く

簡
単
に

考
察
す

る
｡

す
で

に

第
一

節
で

マ

ル

ク

ス

の

市
場
価
値
論

は
､

一

見
大

量
支
配
説
を
も

許
す
か

に

見
え

る

が
､

そ

れ

は

加
重

ウ
エ

イ
ト

平
均
の

｢

重
+

を

単
に

問
題
に

し
て

い

る

に

す

ぎ

ず
､

■

徹
底
し
て

諸

個
別

的
価
値
の

｢

平
均
価
値
+

す

な

わ

ち

加

重

平
均

説
で

あ

る

こ

と

を

論
証
し

た

が
ト

そ

れ

と

同

時
に

超
過

利
潤
と

は

何
か

､

そ

の

本
質

･

定
義

･

実
体

･

源
泉
問
題
は

基
本

的
に

解
決
さ

れ

て

い

る
｡

超
過

利
潤

問
題
の

一

大

核
心

は
､

市
場
価

値
以

下
の

優
等
個

別

的
価
値
を

も
つ

商
品
が

｢

実
現
+

す
る

超
過

利
潤
の

濠
泉

･

実

体
は

ど
こ

に

あ

る

か

で

あ

る

が
､

加
重

平
均
的
市
易
価
値
説
に

立

っ

と
､

こ

の

源
泉

･

実
体
は

市
場
価
値
以

上
の

劣
等
個
別

的

価
値

を

も
■つ

商
品
が

｢

実
現
+

し

え

な
い

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

に

あ

る

こ

と

を

容
易
に

論
証
し

う
る

｡

｢

特

別

剰
余
価
値
ま
た

は

超
過

利
潤
+

(

以

下

簡
単
化
の

た

め

超

過

利
潤
)

に

つ

い

て

の

第
一

〇

草
で

の

最
初
の

言
及

は
､

市
場
価

値
規
定
(

一

般
的
規
定
)

を

最
初
に

与
え

た

前
掲
文

節
末
尾
に

あ

や
､

市
場
価
値
と

同
時
に

与

え

ら

れ

て

い

る

点
に

留
意
す
べ

き
で

あ

る
｡

｢

平

均

価
値
そ

れ

ゆ
え

両

極
端
め

間
に

あ

る

大

量
の

中
位

価
値
で

の

商
品
の

供
給
が

､

普
通
の

需
要
を

充
た

す

場
合
に

は
､

■

市
場
価
値
以

下
の

個
別

的
価
値
の

諸

商
品
は

特

別

剰
余

価
値
ま
た

は

超
過
利

潤
を

実
現
し

､

他

方

市
場
価
値
以
上
の

個
別

的
価
値
の

諸

商
品
ほ

そ

れ

に

含
ま

れ

て

い

る

剰

余

価
値
の

一

部
分

を

実
現
し

え

な
い

｡

+

(

E

Ⅲ
一

八

八

頁
)

こ

こ

で

ほ
､

す
で

に

前
節
で

み

た

よ

う
に

､

｢

平
均
価
値
そ

れ

ゆ
え

両

極
端
の

間
に

あ

る

大

量
の

中

位
価
値
+

と

あ

り
､

明

ら
か

に

諸
･
個
別

的
価
値
の

正

規
分

布
=

正

常
な

組
合
わ

せ

が

忍
定
さ

れ

て

お

り
､

こ

の

場
合

､

超
過
利
潤
は

■
醐
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最
も

典
型

的
に

考
察
さ

れ

う
る

の

で
､

さ

し

あ

た

り
､

こ

の

憩
定

の

下
で

考
察
し
ょ

う
｡

第
一

に
､

右
引

用

文
で

は
､

超
過

利
潤
が

市

場
価
値
と

個
別
的

価
値
と
の

差
額
=

偏
差
と

し

て

定
義
さ

れ

て

い

る
｡

超
過

利
潤
の

定
義
ま

た

ほ

本
質
は

ま

さ

に

個
別
的
価
値
と

市
湯
価
値
と
の

関
連
に

あ

り
､

こ

の

関
連
こ

そ

諸

個
別

的
価
値
の

加
重

平
均

と

し
て

の

市
場
価
値
の

概
念
そ

の

も
の

で

為

る

か

ら
､

市
場
価
値
の

概

念
と

不

可

分
で

あ

る
｡

こ

の

点
が

次
に

超
過

利
潤

の

実
体

･

源
泉
を

問
題
に

す

る

と

き
に

決
定
打
に

な
る

｡

第
二

に
､

右
引
用
文
で

は
､

｢

市
場
価
値
以

下
の

個
別
的

価
値
の

諸

商

品
+

ほ

｢

特
別

剰
余
価
値
ま
た

は

超
過

利
潤
を

実
現

し
+

､

他
方

｢

市

場
価
値
以

下
の

個
別

的
価
値
の

諸

商
品
は

そ
れ

に

含
ま
れ

る

剰
余

価
値
の

一

部
分

を

実
現
し
え

な
い
+

と
､

言
わ
れ

て

い

る
｡

つ

ま

り
､

一

方
は

白
分
自
身
の

剰
余
価
値
を

上

回

る

超
過

利
潤
を

｢

実

魂
+

し
､

他
方

は

自
分

白
身
打

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分

を

実
現
し

え
+

ず
､

超
過

利
潤
ほ

お

ろ
か

､

自
分
の

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

を

失

な

う
の

で

あ

る
｡

市

場
価
値
=

｢

平
均

価
値
+

説
を

と

る

か

ぎ

り
､

一

方
の

ブ

ラ

ス

の

超
過

利
潤
と

他

方
の

マ

イ

ナ

ス

の

超
過

利
潤
が

丁

度
対

応
し

､

相

殺
し

合
い

､

一

方
の

プ

ラ

ス

の

超
過

利

潤
.
の

源
泉
は

他
方
の

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

す

な

わ

ち
マ

イ

ナ

(

1
)

ス

ゐ

超
過

利
潤
に

あ

り
､

こ

れ

の

移

転
し
た

も
の

で

あ

る
｡

第 1 表 正 常 な組合わ せ の 下 で の 超過 利潤

超 過 利 潤

稔 計単位 当 り

市 場価
値

個別 的

価 値 稔額
生 産量

個別 的

価値
生 産

条件

上 位 8 円

単位
2 0 0 1 6 0 0 円 1 0 円 ＋ 2 円 4 0 0 円

中位 1 0 6 0 0 6 0 0 0 1 0 0 0

下 位 1 2 2 0 0 2 4 0 0 1 0 - 2 円
- 4 0 0

計 1 0 0 0 10 0 0 0 0 0

ざ 市場価値 = 個別的価値捻額 ÷ 生産量

= 3 つ の 個別的価値 の 平均

超過利潤 = 市場価値一個別 的価値

諸

個
別

的
価
値
の

正

び

規
分

布
=

正

常
な

組
合

わ

廿

を

前
提
し

､

加
重

平
均
的
市
場
価
値
説
を

と

れ

ば
､

第
1

表
の

設

例
の

よ

う
に

､

上

位
優

等
生

産
条
件
下
で

生

産

さ

れ

そ

の

個
別

的
価
値

(

八

円
)

が

市

場

価

値

(

一

〇

円
)

以

下

で

あ

る

商
品

量
(

二

〇

〇

単

位
)

は
､

下

位
劣

等
生

産
条
件
下
で

生

産
さ

れ

そ

の

個
別

的
価
値
(

一

二

円
)

が

市

場
価
値
以

上
で

あ
る

商
品

量
(

二

〇

〇

単
位
)

と

必

ず
｢

均

衡
+

(

E

Ⅲ
一

九
二

頁
)

し
､

相
殺
し

合
い

(

第
1

a

因
も

参
照
)

､

そ

れ

ゆ
え

市

場
価
値
ほ

諸
個
別
的

価
値
(

八

円
､

一

〇

円
､

一

二

円
)

の

単
純

平
均
を

な

し
､

市
湯
価
値
か

ら
の

個
別

的
価
値
の

背
離
ま
た

は

偏

差
す

な

わ

ち

超
過

利
潤
は

､

上

位
条
件
の

資
本
が

単
位
当

り
二

円
､

,

血

▼
叫

-

｢

ト

k

←

ト

小

∵
姐
叩

叫

小

.

ト

ー



( 1 7 ) 市場価値 と超 過 利潤

一

書
1

叫

キ

一

句

叫

.

.

叫
∴

き

+
､

1

稔
生

産
量
で

四

〇

〇

円

を
｢

実
現
+

し
､

.
他

方
､

下

位
条
件
の

資
本

は

単
位
当
り

マ

イ

ナ
ス

二

円
､

稔
生

産

量
で

マ

イ

ナ

ス

四

〇

〇

円

を

｢

実
現
+

す

る
｡

こ

の

マ

イ

ナ

ス

の

超
過

利
潤
は

彼
の

｢

剰
余

価
値
の

一

部
分
+

に

く
い

こ

む
｡

だ

か

ら
､

超
過

利
潤
の

プ

ラ

ス

部
分
と
マ

､
イ

ナ

ス

部
分

と
が

等
し

く
､

合
計
は

必

ず
ゼ

ロ

に

な
る

｡

か

く
て

､

上

位
条

件
の

商
品
の

プ

ラ

ス

の

超
過

利
潤
の

源
泉
は

､

市
場
価
値
=

｢

平
均

価
値
+

説
を

と

る

か

ぎ

り
､

必

然
的
に

下

位

劣
等
条
件
の

商
品
の
･･
｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

で

あ

り
､

そ

の

移

範
分
で

あ
る

こ

と

が

明

ら
か

で

あ

ろ

う
｡

そ

も

そ

も
､

平
均
と

は
､

あ
る

値
よ

り
上

方
に

出
た

凸

部
分
を

削
り

取
り

､

あ
る

値
よ

り

下

方
に

引
こ

ん

だ

凹

部
分
を

埋

め
､

均
等
化

す
る

こ

と
で

あ
り

､

そ

れ

ゆ

え

平
均
値
と

は

こ

の

僅
か

ら
の

上

方
へ

の

背
離

･

偏
差
と

下

方
へ

の

背
離

･

偏
差
と

が

等
し

く
､

合
計
=

0

と

す
る

よ

う
な

値

い

で

あ
っ

て
､

同
様
に

し
て

諸
個
別

的
価
値
の

｢

平
均
価
値
+

は
､

そ

れ

以

上
の

諸
個
別
的
価
値
の

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

を

削
り

取
り

､

そ

れ

以

下
の

諸

個
別

的
価
値
に

超
過

利
潤
を

与

え
る

催
い

で

あ

り
､

そ
れ

ゆ
え

そ

れ

か

ら
の

諸
個
別
的

価
値
の

上

方

背
離

･

偏
差

(

超
過
利
潤
)

と

下

方

背
離

･

偏
差
(

超
過

利
潤
)

と

を

均

等
化
し

､

相

殺
し
､

ゼ

ロ

に

す

る

催
い

に

他
な

ら

な
い

｡

だ

か

ら
､

｢

平
均
価
値
+

=

市
場
偶
感
な

ら
ば

､

あ

る

商
品
の

超

過

利

潤
の

源
泉

･

実
体

ほ

必

然
的
に

他
商
品
の

マ

イ

ナ

ス

の

超
過

利
潤
す

な

わ

ち

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

で

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

｡

超
過

利

潤
の

源
泉

･

実
体

=

他

商
品
の

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

説
ま
た

は

プ

ラ

ス

･

マ

イ

ナ
ス

相

殺
説
は

､

加
重

平
均
的
市

場
価
値
説
と

完
全
に

同
義
で

あ

り
､

裏
腹
の

関
係
を

な

し
､

そ

れ

の

必

然
的
帰

結
で

あ

る
｡

両

者
は

論
+

理

的
に

不

可

分

な
ワ

ン

セ

ッ

ト

を

な

す
｡

マ

ル

ク

ス

の

市
場
価
値
=

加
重
平

均
が

論
証
さ

れ

る

な

ら

ば
､

超

過

利
潤
の

源
泉

･

実
体

も
ま

た

同

時
に

解
決
さ

れ

た

こ

と

に

な

る
｡

だ

か

ら

こ

そ
､

マ

ル

ク

ス

も
ま

た

第
一

〇

章
最
終
部
分

棒
線
以

下

で

は

単
に

超
過

利
潤
の

追
加
的
言
及
を

な

す
の

み

で
､

超
過

利
潤

の

定
義

､

源
泉
に

つ

い

て

ほ

む

し
ろ

市

場
価
値
の

一

般
的

規
定
と

同
時
に

与
え

て

い

か

の

で

あ

る
｡

超
過

利
潤
の

問
題
の

核
心

は

む

し

ろ

加
重

平
均
的
市
場
価
値
の

論
証
に

あ
っ

た
の

で

あ

る
｡

以

上
､

引
用
文

か

ら
の

行
が

か

り

上
､

ま
た

最
も

典
型

例
を

な

す
と
い

う

理

由
か

ら
､

諸

個
別

的
価
値
の

正

常
な

組
合
わ

せ

=

正

規
分

布

を

前
提
に

し
て

､

超
過

利
潤
の

源
泉

･

実
体

を

解
明

し

た

が
､

市

場
価
値
--

｢

平

均
価
値
+

=

加
重

平

均
説
を

と

る

以

上
､

右
の

前
提
は

一

切

不

要
で

あ

り
､

諸
個
別

的

価
値
が

い

か

な

る

組

合
わ
せ

=

分
布
を

な

そ

う
と

も
､

た

と

え

｢

異
常
な

組
合
わ

せ
+

で

あ

ろ

う
と

､

右
で

解
明

し
た

あ
る

商
品
の

超
過

利
潤
の

源
泉
は

∽
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第 2 表 具 常な取 合 せ の 下 で の 超過 利潤

超 過 利 潤

函 ｢盲
‾
可

市場 価
値

個別 的

価 値 総額
生産 量

個 別 的

価 値

産

件

生

条

＋3 0 0

十3 0 0

- 6 0 0

＋ 3 円

＋ 1

- 1

1 1 円

1 1

1 1

8 0 0 円

3 0 0 0

7 2 0 0

1 0 0

3 0 0

6 0 0

8 円

1 0 円

1 2 円

位

位

位

上

血
丁

下

卜21 1 0 0 01 0 0 0計

注 市場価値 = 1 1 (X 沿 ÷ 1(カ 0 = 1 1 円

こ

の

部
門
の

他
商
品
の

｢

剰

余
価
値
の

一

部
分
+

ま

た

は

マ

イ

ナ

ス

の

超
過

利
潤
に

あ

る

と
い

う
結
論
は

､

一

般
的

に

妥
当

す
る

｡

例
え
ば

､

下

位
条
件
に

属
す
る

商
品
が

大

量
を

な

す

｢

異
常
な

組
合
わ

せ
+

の

場
合
で

も
(

第
2

表
)

､

市

場
価
値
を

加
重

平
均

値
と

す
る

か

ぎ

り
､

上

位
と

中
位

の

生

産

条

件

下
の

商

品

が

｢

実

現
+

す

る

プ

ラ

ス

の

超

過

利
潤
の

稔
計
は

各
々

一

二

〇

〇
､

､
三

〇

〇
で

計
六

〇

〇
で

あ

り
､

こ

れ

は

下

位
条
件
下

平
均
説
な
ら

ば
､

マ

ル

ク

ス

が

強
調

す
る

よ
う
に

､

市
場
価
値
は

…

｢

最
も

不

利
な

極
で

生

産
さ

れ

る

商
品
の

個
別

的
価
値

〔
一

二

円
〕

よ

り

も
や

は

り

低
+

(

E

Ⅲ
一

九

三

1
四

頁
)

く
､

一

一

円

に

な

り
､

そ

れ

ゆ
え

そ

こ

で

マ

イ

ナ
ス

の

超
過

利
潤
が

発
生
す

る
｡

加

重

平

均
で

あ

る

か

ぎ

り
､

い

か

な

る

組
合
わ

せ

で

も
､

必

ず
加
重

平
均
値
は

色
々

な

個
別

的

価
値
か

ち
の

距
離
1-

超
過

利
潤
の

総
和

を
ゼ

ロ

に

す
る

よ

う

な

催
い

で

あ

り
､

そ

れ

ゆ

え
一

般
的
に

超
過

利
潤
の

源
泉

･

実
体
は

他

商
品
の

｢

剰

余

価

値
の

一

部

分
+

に

あ

り
､

そ

れ

の

移
転
し

た

も
の

と

結
論
で

き

よ

う
｡

以

上

み

た

加
重

平
均

的
市

場
価
値
説
に

立
っ

た

超
過

利
潤
源
泉

論
=

プ

ラ

ス

･

マ

イ

ナ

ス

相

殺
説
を

一

般
的
に

証

明

し

ょ
>

㌢
｡

市

場
価
値
を
必

､

超
過

利
潤
を
タ

､

個
別

的
価
値
を

恥

と

し

雅

個
あ

る

と

す

れ

ば
､

加
重

平

均
的

価
値
ま
た

は

｢

平
均

価
値
+

は
､

韓
‖

1-

早
十

革
十

…
.

i
ぎ

抑
£

-
‖
〓

･-

･-
-

1

(

-

)

失
の

商
品
が

な

う
｢

剰
余
価

値
の

一

部
分
+

マ

イ

ナ

ス

六

〇

〇
と

正

確
に

対

応
し

､

超
過

利
潤
の

総
合
計
ほ
ゼ

ロ

に

等
し

く

な
る

｡

つ

ま

り
､

超
過

利
潤
の

源
泉
は

明

ら
か

に

他

商
品
の

｢

剰
余
価
値

の

一

部
分
+

に

あ

り
､

こ

れ

の

移
転
し
た

も

の

で

あ

る
｡

こ

の

場

合
､

支
配

大

量
説
な
ら

ば

市

場
価
値
は

一

二

円
で

あ

る

が
､

加
重

→
叫

→

が

他
方

､

超
過

利
潤
(

勺
机

=

転
-

£
)

の

合
計
は

→

-M

♪
=
(

毎
-

含
)

＋
(

転
-

雷
)

＋

…

…
＋
(

毎
-

ぎ
)

-

=
-

3

r

一

申

=

M
(

転
-

雷
)

=

転
×

さ

-

M
き

れ

=
-

-

I-
-

ヰ

,

,

甘
r

r

｢

L

r

ヰ

←

中

心

.

.
姐
町

■

-

恥

ナぞ



( 1 9 ) 市場価値 と超 過 利潤

`
.

▼

瓜

▼
､

1

.ィ

一

t l

叫

∵
山

一

ー

叫

+

1

こ

れ

に

(

1

式
)

を

代
入
す

れ

ば
､

さ

帥
£

∂

M
♪
--

ド
×
さ

-

M
£
=
○

れ

‖
】

ヾ

㌣

叫

”
-

(

N

)

と

な

る
｡

か

く
て

､

超
過

利
潤
の

合
計
は

ぜ

ロ

で

あ

る

こ

と

が

証

明

で

き
る

｡

市
場
価
値
が

諸
個
別

的
価
値
の

｢

平
均

価
値
+

で

あ

れ

ば
､

超

過

利
潤
の

㍗
フ

ス

部
分

は

マ

イ

ナ
ス

部
分

と

完
全
に

照

応
し

､

そ

の

合

計
額
は

ぜ

ロ

に

な

る
｡

プ

ラ

ス

の

超
過

利
潤
は

､

た

だ

そ

れ

だ

け
を

と

り

孤
立
的
に

み

る

な

ら
ば

､

そ

の

源
泉
は

不

明
で

あ

り
､

か

つ

ま

た

単
純
に

同

時
に

他

方
で

は

｢

剰
余

価
値
の

一

部
分
+

の

喪
失
が

あ

る

で

は

な
い

か

と

言
っ

て

も

そ

れ

だ

け
で

は

必

ず
し

も

両

者
が

補
填

･

移
転
し

あ

う
内

的

関
係
に

あ

る

こ

と

は

そ

れ

自
体
と

し

て

は

言
え

ず
､

そ

れ

ゆ

え

そ

の

源
泉
も

ま
た

不

明

で

あ

る

が
､

超
過

利
潤
の

本

質
･

定

義
に

ま

で

立

戻
り

､

超
過

利
潤
=

市

場
価
値
マ

イ

ナ
ス

個
別
的
価
値
に

お

け

る

市
場
価
値
と

楓
別
的
価
値
と

の

関
係

す
な

わ

ち

詔

個

別

的

価

値
の

｢

平

均

価

値
+

が

市

場
価
値
で

あ
る

関
係
に

ま
で

本

質
を

見
究
め

る

な

ら

ば
､

平
均
の

本
性
か

ら

し

て
､

市
場
価
値
以

下
の

個
別

的
価
値
の

商
品

が

｢

実
現
+

す
る

超
過

利
潤
の

源

泉
は

､

市

場
価
値
以
上
の

個
別

的
価
値
の

商
品

が

｢

実
現

し

え

な

い
+

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

に

あ

る

こ

と

が

明

確
に

な

る

の

で

あ

る
｡

超
過

利
潤
の

温

泉
問
題

の

核
心

ほ

じ
つ

に

市
場
価
値
論
に

あ

る
｡

上

式
で

は

た

し

か

に

生

産
量
ウ

エ

イ

ト

が

明

示

的
に

は

入
っ

て

い

な
い

が
､

し
か

し

同
じ

個
別

的
価
値
の

叫

個
の

商
品
を

も
一

つ

一

つ

独
立
の

催
い

と

し
､

横
に

並
べ

乃

個
と

し
､

平
均
し

た

も
の
.

だ

か

ら
､

事
実
上

生

産
量
ウ

エ

イ

ト

は

含
ま
れ

て

い

る
｡

し

か

し
､

念
の

た

め
､

同
じ

個
別

的

価
値
を

統

合
し

､

異
な

る

舌

個
の

個
別

的

価
値
の

み

を

考
え
て

､

そ

れ

に

生

産
量
ウ
エ

イ

ト

的

を

つ

け
た

式
を

提
示

し

ょ

う
｡

こ

の

場
合

､

異
な

る

個
別

的

価
値
亡

個
は

､

れ

個
よ

り

小

さ

く
､

.
各
ウ

エ

イ

ト

的

の

総
計
が

几

に

等
し
い

関
係

に

な
る

｡

市

場
価
値
は

､

琶
=

▲

ぎ
弓
-

＋
旦

N

さ
阿

＋

…
‥

＋

雲
～

加

害
ホ

(

山

)

→

が

→
-

で

あ

り
､

超
過

利
潤
の

合

計
ほ

ーM

♪
=
(

毎
-
白

し

ぎ
＋
(

毎
-

邑
吉
＋

…

…

＋
(

毎
-
白

し

ぎ

れ

‖
-

什

h

～

=

M
(

転
-

君
)

ぎ
=

転
×

M
蛋
｢
-

M
雷
弓
机

-

‖
】

叫

=
-

爪

■-
-

巾

で

あ

る
｡

こ

こ

で
､

先

述
の

さ

ーー

M
昌
軌

と

(

3
)

式
を

代
入

す
.

れ

ば
､

苦

悶



1

一
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h J

n

曾

叫

=
←

M
負

号
向

-

‖
-

さ

×

さ

ー
h J
n

吾

ざ
=
○

小

口
-

(

中

)

と

な

り
､

結
局

､

ウ
エ

イ

ト

を

明

示
的

に

入

れ

た

場
合
で

も
､

(

2
)

式
と

同
じ

く
､

超
過

利
潤
の

合
計
ほ

ゼ

ロ

に

な

り
､

市
場

価
値
=
･
｢

平

均

価
値
+

と

規
定
す
る

か

ぎ

り
は

､

そ

の

個
別

的
価

値
が

市

場
価
値
以

下
の

商
品
が

う
る

プ

ラ

ス

の

超
過
利
潤
は

､

そ

の

個
別

的

価
値
が

市
場
価
値
以

上

で

あ
る

商
品
が

失
な

う
｢

剰
余

価
値
の

一

部
分
+

す

な
わ

ち
マ

イ

ナ

ス

の

超
過

利
潤
が

移
転
し
た

む
の

で

あ

る

と

い

う

同
じ

結
論
が

生

じ

る
｡

こ

れ

が

超
過
利

潤
の

本
質

､

源

泉
､

実
体
に

つ

い

て

の

一

般
的
結
論
で

あ

る
｡

(

2
)

か

か

る

超
過

利
潤
の

漁

泉
=

プ

ラ
ス

･

マ

イ

ナ

ス

相
殺
説

､

他

商
品
の

｢

剰
余
価
値
の

一

部
分
+

説
は

､

超
過

利
潤
の

基
礎
を

な

す
市
湯
価
値
と

個
別

的
価
値
と
の

内
的
関
連

､

同
じ
こ

と
だ

が

市

場
価
値
の

概
念

1
第
三

節
で

詳
し

く

論
証

し

た

よ

う
に

､

｢

一

ヽ

ヽ

ヽ

つ

の

部
面
全

体
の

商
品

量
+

､

｢

全

商
品

量
+

を

｢

一

つ

の

商
品
+

ヽ

ヽ

ヽ

と

考
え

､

｢

多
数
の

同

種
商
品
の

価
格
の

捻

計
を

一

つ

の

価
格
に

合
計
+

(

E

Ⅲ
一

九
一

1
二

頁
)

し
た

｢

全
商
品

量
の

市

場
価
値
+

脚

(

同
一

九
三

頁
)

､

.
あ
る

い

は

｢

異
な
る

条
件
下
で

生

産
さ

れ

た

商

一

品
の

〔

個
別

的
〕

価
値
の

加
算
に

よ
っ

て

出
て

く
る

商
品
量
の

稔

価
値
L
､

こ

の

捻

価
値
か

ら

個
別
的

商
品
に

帰

属
す

る

可

除
部

分
+

(

同
)

､

｢

両

極
と

中

位
と
の

価
値
総
額
の

加

算
に

ょ
っ

.
て

計

算
さ

れ

た

平
均

価
値
+

(

同
一

九

四

頁
)

､

し
た

が

っ

て

ま

た

加
重

平
均
説

-
の

必

然
的
帰
結
で

あ

る
｡

(

1
)

超
過

利
潤
プ

ラ
.ス
. ･

一
マ

イ

ナ
ス

相

殺
祝
に

つ

い

て

は
､

富

家
良

三

『

恐

慌
論
研

究
』

一

九
六

二

年
､

四

二
五

-
四
六

六

頁
を

あ

わ

せ

て

参
照

さ

れ
∴

た

い

｡

(

2
)

マ

ル

ク

ス

は
一

八
六

一

-
三

年
草

稿
の

｢

第
三

革

資
本

と

利

潤
+

で
｢

資
本

投

下
の

あ

る

特
殊
的

部
門
(

分

野
)

の

あ

る

個
別

的

資

本

家
に

帰
属

す
る

超
過

利
潤

ま

た

ほ

利
潤
の

マ

イ

ナ

ス

(

宣
旨

岳
)

+

(

M

E

G

A
､

Ⅱ

専
一

六

二

四

頁
)

と

言
い

､

明
ら

か

に

遠
退

利
潤
+

と

｢

利
潤
の

マ

イ

ナ

ス

+

と

を

対

称

的
に

取

扱
っ

て

お

り
､

こ

れ

は
マ

ル

ク

ス

自
身
超
過

利
潤
プ

ラ

ス

･

マ

イ
ナ

ス

相

穀
説

を

と

っ

て

い

る

証

拠
で

あ

る
｡

(

一

橋
大
学

教

授
)

→

▼

一
軒

吋

r

叫

一

対

小

∵

辞
一

い
や

γ




